
く

ま

が

わ

文

化

財

講

座

令

和

８

年

度

被

災

文

化

財

等

活

用

支

援

事

業

参加
無料

主 催 熊本県教育委員会
共 催 八代市教育委員会、錦町教育委員会、

あさぎり町教育委員会、人吉球磨日本遺産活用協議会

２０２６年９月２６日（土） １3時３０分～１5時 （１3時開場）

「まだまだ終わらない！ 坂本町の秘めたお祭りの世界」 （講師：坂本 桃子さん）

会場：坂本コミュニティセンター （八代市坂本町坂本4161-1）

第
１
回

第
2
回

第
3
回

2026年11月２8日（土） １3時３０分～１5時 （１3時開場）

「相良義陽の野望と仏師・日高民部少輔藤原秀永の足跡」 （講師：石原浩さん）

会場：山の中海軍の町にしき ひみつ基地ミュージアム （球磨郡錦町木上西2-107）

２０２７年１月２４日（日） １3時３０分～１5時 （１3時開場）

「エンブリー夫妻がみた須恵村と球磨川―くらしの記録とこれからの地域づくり―」 （講師：松本 貴文さん）

会場：あさぎり町須恵文化ホール （球磨郡あさぎり町須恵1227）

○要事前申込（申込フォーム
又は文化課宛てメールで

   お申込みください）
○第1回・第2回は各回40名
程度、第3回は60名程度
（定員に達し次第、申込受付を締め

切ります）
※詳細は裏面を御覧ください
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※あさぎり町文化財講座との共催



「くまがわ文化財講座」は、 「令和２年７月豪雨災害からの復興が着実に進む中で、被災

前の姿を取り戻した文化財にも改めて目を向けて欲しい！」という思いから始まりました。

開講４年目となる今年度は、八代市坂本町・錦町・あさぎり町を会場に開催します。

球磨川という大河川のもとで育まれたさまざまな営みは、大災害からの復興において多

くのヒントを与えてくれる貴重な文化財の一つといえるでしょう。

これらを守り、活用しながら次の世代につなげていくために一緒に“楽”習しましょう！

く

ま

が

わ

文

化

財

講

座

熊本県教育庁 教育総務局文化課 文化財活用班  （担当：竹原）
電 話 096-333-2707
住 所 〒862-8609 熊本市中央区水前寺6-18-1

問
合
せ
先

申込方法

①各回申込専用フォームでのお申込み（文化課HP https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/125/ からもアクセス可）

②メールでのお申込み（以下、1～4をご記入の上、bunka@pref.kumamoto.lg.jp へお送りください）
１ お名前 （複数人で申し込まれる場合は代表者のお名前）
２ 参加人数
３ お住まいの市町村
４ 電話番号（当日連絡がつく電話番号をお知らせください）

参加
無料

「まだまだ終わらない！
坂本町の秘めたお祭りの世界」

第１回

講師： 坂本 桃子 さん

会場： 坂本コミュニティセンター ２階 小会議室１・２ （八代市坂本町坂本4161-1 ）

９月２６日（土） １３時３０分～１５時（１３時開場）

大災害に遭ってもなお、脈々と受け継がれる坂本町のお祭りや風習の数々。途絶えて
いくものがありながらも、コロナ禍や災害を経ても変わらず続いているお祭りも目立ち
ます。坂本町のお祭りが受け継がれていく秘訣や、住民の精神、想いを一緒に深掘りし
てみませんか？今回は、講師が災害後に創り出した「赤の祭り」についても解説します。

《木造千手観音菩薩坐像》（六観音のうち） 日高民部少輔藤原秀永作 天正6年（1578） 錦町・新宮寺蔵 （講師撮影）

「相良義陽の野望と仏師・日高民部少輔藤原秀永の足跡」

第2回

講師：石原 浩 さん （八代市立博物館未来の森ミュージアム学芸員）

会場：山の中の海軍の町にしき ひみつ基地ミュージアム 大会議室 （錦町木上西２－１０７）

１１月２８日（土） １３時３０分～１５時（１３時開場）

戦国時代の相良氏は、郡外に勢力を伸ばそうと名和氏との争乱に明け暮れ、ついに八代古麓
城を奪取、港町八代を拠点に海外貿易にも着手した。相良氏全盛の最後を飾る武将・義陽
（1544-81）は、新たな支配地に寺院を建立、仏師・日高民部少輔秀永が手掛けた仏像を祀
りました。本講座では、仏教の力を借りて永遠の統治を願った相良義陽の野望と信仰につい
て検証します。

「エンブリー夫妻がみた須恵村と球磨川
―くらしの記録とこれからの地域づくり―」

第３回

講師：松本 貴文 さん （國學院大學観光まちづくり学部准教授）

会場：あさぎり町須恵文化ホール 大会議室 （あさぎり町須恵１２２）

１月２４日（日） １３時３０分～１５時（１３時開場）

エンブリー夫妻の須恵村調査から、90年が経ちました。現在、この調査をもとにした
『須恵村』と『須恵村の女たち』は、地域の貴重な「記憶遺産」となっています。2冊の本
に登場する、人びとと球磨川との付き合い方や「協同」の仕組みの記述をたどり、これ
からの地域づくりに向けたヒントを探します。

「赤の祭り」の様子（講師撮影）

《「橋を架ける作業をする村民の協同（今村部落）」》（ジョン・F・エンブリー 著、田中一彦 訳 『新・全訳 須恵村」より）
画像提供：あさぎり町

※申込は先着順（第1回・第2回は各回40名程度、第3回は６０名程度）。
※定員になり次第、受付を締め切りますので予めご了承ください。

QR
コード

第１回のお申し込みは
ココから

（8月1日より受付開始）

QR
コード

第２回のお申し込みは
ココから

（10月1日より受付開始）

QR
コード

第３回のお申し込みは
ココから

（12月1日から受付開始）

お申込みは、以下の①か②の方法があります。

第1回のみ講演中の託児をご希望の方はご相談ください。
※先着5名のためご希望に沿えない場合があります。

※あさぎり町文化財講座との共催

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/125/
mailto:bunka@pref.kumamoto.lg.jp
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